
  

 

 

 
 

2023年 12月 21日 

各 位 

株式会社北洋銀行 
 

「自然関連財務情報開示タスクフォース(TNFD)フォーラム」への参画について 
 

北洋銀行(頭取 安田 光春)は、自然関連財務情報開示タスクフォース(Taskforce on Nature-related 

Financial Disclosures:TNFD)の取組みに賛同し、TNFDフォーラム※に参画します。 

TNFD は、国連環境計画・金融イニシアティブ(UNEP FI)、国連開発計画(UNDP)、イギリスの環境 NGO 

Global Canopy、および世界自然保護基金(WWF)により 2021年 6月に発足した国際イニシアティブです。 

2022年 12月に開催された COP15(国連生物多様性条約第 15回締約国会議)にて、2030年までに生物

多様性の損失を止め、回復に乗せること(ネイチャーポジティブの達成)、2050年に自然と共生する世界を

達成することを目指しており、日本では「生物多様性国家戦略 2023-2030」において、生物多様性の保全

と持続可能な利用に関する基本的な計画を定めています。 

北海道は 3つの海に囲まれ、多様な樹種からなる広大な森林、日本最大級の湿原など、豊かな自然環

境に恵まれています。今回賛同する TNFD は、気候変動に加え自然資本を対象とし、「陸、海、淡水、大

気」の 4つで構成されると定義されており、北海道に根差した金融機関としてその趣旨に賛同し、取組みを

進めることが重要であると捉えています。 

当行は 2010 年より、北海道の希少種保護や生息環境の整備等に取り組む団体を支援する「ほっくー基

金」を通じて、生物多様性保全、自然環境の維持に取り組んできました。TNFDフォーラムへの参画により、

そこから得られる国際動向や情報を活かし、自然関連の財務情報開示や北海道の気候変動への対応、自

然環境保護に取り組むことで、全てのステークホルダーと地域社会の持続的発展に貢献してまいります。 
 

※TNFDフォーラムは、TNFDに関連する情報の共有や枠組みの策定をサポートする組織 
 

記 

【北洋銀行の取組一例】 

・ほっくー基金は北海道の自然環境保全の取組みの一環として、  

2010年に設立。道内の希少種保護や生息環境の整備等に取り組  

む様々な団体等に対して、延べ 166先 8,540万円助成。 

・原資は、スマートフォンアプリ「ほくようスマート通帳」による通帳デジ 

タル化に伴う紙通帳の印刷コスト相当額と、ほっくー「LINE スタンプ」 

の販売収益を拠出。 

・2024年度募集内容 

 助 成 総 額 720万円 

 申 込 応 募 期 限 2024年 1月 31日(水)18時必着 

 助成対象活動期間 2024年 4月 1日(月)～2025年 2月 28日(金) 

北洋銀行グループは、2018 年 12 月「北洋 SDGs 宣言」 を表明し、地域の持続的成長

支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGs に関連するプレスリリース

には、該当する SDGsのアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 2030年

までの国際目標。17 のゴールと 169のターゲットで構成される。 

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 






